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北塩原村・2001桜植樹事業実行委員会では４月から桜の
オーナーを募集しておりましたが、この度（７月12日）、応
募締め切りの７月31日を待たずに応募本数が2001本に達
し、受付を終了しました。
県内外からご応募いただきました皆様方はもとより、村民

の皆様、関係機関の皆様に厚く御礼を申し上げます。

10月12日から10月20日までの植樹期間に向け、皆様の
心に残るイベントを計画してまいります。
詳しくは広報やチラシ等でお知らせ致します。

● 北塩原村・2001桜植樹事業実行委員会
農林・観光課内 0241－23－3111

（内線405）

  磐梯山火山防災訓練



広報きたしおばら ②

磐
梯
山
の
噴
火
に
伴
う
災
害
を

想
定
し
た
会
津
地
方
防
災
訓
練
が

明
治
に
噴
火
し
た
日
と
同
じ
７
月

15
日
に
福
島
県
、
村
、
警
察
、
広

域
消
防
、
自
衛
隊
、
村
消
防
団
、

各
婦
人
消
防
隊
、
日
赤
北
塩
原
分

会
、
裏
磐
梯
幼
稚
園
・
小
中
学
校

等
約
３
０
０
名
が
参
加
し
、
北
塩

原
村
役
場
及
び
裏
磐
梯
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。訓

練
は
、「
７
月
初
旬
に
火
山

性
地
震
が
多
発
し
、
火
山
性
地
震

が
一
日
で
６
０
０
回
を
超
え
、
火

山
性
微
動
も
観
測
さ
れ
る
。
７
月

15
日
に
臨
時
火
山
情
報
が
発
表
さ

れ
、
磐
梯
山
の
噴
火
の
恐
れ
が
生

じ
た
た
め
、
村
で
は
関
係
機
関
に

県を通じ訓練臨時火山情報第１号が発表
されたのを受け、災害対策本部を設置

裏磐梯では、関係機関を含めた現地対策
本部を設置

入山規制
訓練

災害対策
本部設置

現地対策
本部設置

土のう積み
訓練

負傷者救出
訓練

炊き出し
訓練

　 7月15日…114年前に被災の日
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応
援
を
求
め
、
地
域
住
民
の
非
難

指
示
を
行
い
、
そ
の
後
も
火
山
活

動
が
活
発
化
し
、
磐
梯
山
が
噴
火

す
る
」
こ
と
を
想
定
し
、
情
報
伝

達
訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
、
炊
き

出
し
訓
練
、
入
山
規
制
訓
練
、
負

傷
者
救
出
訓
練
等
の
訓
練
を
約
３

時
間
に
わ
た
り
行
い
、
防
災
体
制

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

村
長
は
講
評
の
中
で
、「
今
こ

の
安
全
な
と
き
に
こ
そ
、
こ
う
い

っ
た
訓
練
等
に
よ
り
、
防
災
に
対

す
る
意
識
を
高
め
、
地
域
住
民
の

安
全
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
本
村

を
訪
れ
る
お
客
様
に
も
安
心
し
て

来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続

き
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。」
と

述
べ
ま
し
た
。

臨時救護所
設営訓練

被災状況
確認訓練

孤立者救助
訓練

放水訓練

給水訓練

磐梯山噴火を想定―　
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７
月
18
日
、
北
塩
原
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、
第

52
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

北
塩
原
村
非
行
防
止
研
究
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
耶
麻
管
内
７
市
町
村
か
ら
、
関
係
者
ら
約
２
０
０
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

会
で
は
講
演
・
映
画
上
映
等
が

行
わ
れ
、「
大
人
へ
の
応
援
講
座
」

講
師
の
新
井
田
萬
壽
子
さ
ん
か
ら
、

本
人
の
子
育
て
の
経
験
を
通
し
た

非
行
防
止
に
つ
い
て
の
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
意
見
交
換
で

は
、
各
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
非
行

防
止
へ
の
取
り
組
み
や
、
講
演
・

映
画
に
対
す
る
感
想
等
、
熱
心
に

意
見
を
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
を
通
し
て

社
会
を
明

る
く
す
る
運
動

及
び
非
行
防
止

に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

７月21日（日）に、桧原湖岸で第32回裏磐梯火の山まつりが行われま
した。
明治21年７月15日の磐梯山噴火による犠牲者の霊を慰める『磐梯高原
先人供養慰霊祭』に続き、燈籠234個を桧原湖に浮かべた『燈籠流し』、
参加者300名ほどが民謡「会津磐梯山」に合わせて踊った『仮装盆踊り
大会』と続き、祭りのフィナーレを飾り、他地域では見られない水中ス
ターマインなど打上発数三百数十発の『花火大会』と進み、午後９時過
ぎに終了しました。
ご協賛くださりました各位に厚く御礼を申し上げます。ありがとうご

ざいました。
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新新農農業業委委員員誕誕生生
食料・農業政策を大きく転換する「食料・農業・農村基本法」が決定された。任期満了に伴

う新農業委員の統一選挙が去る７月２日に告示され立候補届者が定数の12名にとどまり、前回
に続き無投票当選となりました。
また、農協・共済・議会からの推薦による選任委員４名の選任も行われ、７月20日付けで選
任書が交付され新しい農業委員16名が誕生しました。当村の２大産業である農業の活性化と農
業者が将来にわたり意欲と希望が持てる農業者の利益を代表する者として期待されます。

改選後初の農業委員会総会が、去る７月22日に行われ、会長に武藤寛氏、職務代

理者に伊藤正彦氏が選任されました。

新任農業委員会長挨拶
不肖、はからずも浅学非才な私がこの程、農業委員会総会において選出されま

した。
時節柄、農政を取り巻く環境は非常に厳しい状況下に置かれております。この

様な中で私どもが果たす役割は多く、行動する農業委員会を目指して三年間の任
期中地域の皆さんと手を組んでがんばりたいと思います。
皆さん方のご支援とご協力をお願いいたします。

この程、三ケ年にわたり村民
皆様にご支援、ご指導賜り厚く
御礼申し上げます。
食料・農業・農村基本法が38

年ぶりに改正され、本年１月１
日には新農業者年金法の拠出年
金から自分の年金は自分で守る
積立方式に改正されました。
また、農地法の改正もあり、

農業者の中に農業生産法人が入
ってきたこと中山間地直接支払
制度など、農業を取り巻く環境
がどんどん変わりつつあること
に驚きを隠せませんでした。
この様な中で私たち16名の農

業委員ともども陰に陽にご指導
賜りました村民の皆様に深く感
謝申し上げます。

退任挨拶
前農業委員会長　千葉　長治

武　藤　　　寛
新（北山二区）

内海　俊一
現（北山三区）

大竹　良幸
新（北山二区）

遠藤　善久
現（北山一区）

佐藤　寅喜
新（谷　地）

小枝　　豊
新（下　吉）

伊藤　正彦
現（下川前）
会長職務代理者

五十嵐　　衛
現（大塩中区）

五十嵐直右衛門
現（上川前）

鈴木　大典
現（大久保）

大竹　　豊
新（関　屋）

菊地　　聰
新（蛇　平）

大森　一民
新（曽　原）

小椋　　久
現（早稲沢）

安部　修二
新（桧　原）

高橋　　誓
新（大塩上区）
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生涯
こころに豊かさを

学習

マナビー
生涯学習の
シンボルマーク

ひとりがいい！ふたりもいい！
仲間が多ければもっと楽しい！
生涯学習プラン等に
こぞって、ご参加ください！

昨
年
度
よ
り
の
継
続
事
業
「
パ
ソ

コ
ン
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
て
の

文
書
作
り
や
表
計
算
等
を
学
び
初
め

は
途
惑
い
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

講
習
会
最
終
日
に
は
簡
単
な
チ
ラ
シ

や
小
遣
い
帳
も
作
成
出
来
る
様
に
な

り
、
受
講
者
は
こ
れ
か
ら
も
学
ん
で

い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

６
月
20
日
（
木
）
〜
７
月
18
日
（
木
）
の
間
、
５
回
に
わ

た
っ
て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
回
、
平

均
15
名
の
参
加
が
あ
り
、
講
師
に
徳
田
公
美
子
先
生
を
迎
え
、

有
酸
素
運
動
の
指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
曲
に
合
わ
せ
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
体
を
動

か
し
て
い
ま
し
た
。

体育協会長杯ふれあいグラウンド・ゴルフ大会は、７月７日(日)、いこ
いの森グリーンフィールドで開催されました。
本大会は例年成人を対象に行なわれてきましたが、学校完全週

５日制の趣旨を踏まえ、子供たちに豊かな体験の場と地域の人
たちとの交流の機会を、というねらいで今年から参加対象を小
学３年以上として実施されました。
大会には小・中学生10名を含む４２名が参加。５人ずつ

のプレー班に分かれて各ホールを回りました。競技中は、お
年寄りが小・中学生に打ち方をアドバイスしたり、スコア
カードの記入の仕方を教えたりする様子なども見られ、ほ
のぼのとした温かみのある大会となりました。
結果は次のとおりです。
[優　勝] 小　川　幸　夫（松陽台）
[準優勝] 五十嵐　　　敦（大久保）
[第３位] 遠　藤　幸　子（北山一区）

北
山
教
養
講
座

スコアのつけ方も　
教えてもらいました
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去る、７月５日県下一斉社会奉仕の日に合わせ、公民
館では、村老人クラブ連合会との共催により、各地区ご
とに公共施設周辺や道端の草刈ゴミ拾い等の奉仕作業を
行いました。136名が参加され汗を流しながらのボラン
ティア活動、本当にご苦労様でした。

「
Ｅ
Ｍ
菌
っ
て
な
ー
に
？
」「
ボ

カ
シ
っ
て
ど
ん
な
の
？
」「
え
！

米
の
と
ぎ
汁
も
便
利
？
」
２
回
シ

リ
ー
ズ
で
自
分
の
出
し
た
生
ゴ
ミ

で
堆
肥
を
作
り
、
自
分
の
野
菜
や

花
作
り
を
楽
し
ん
で
み
る
学
習
で

し
た
。

Ｅ
Ｍ
生
ご
み
堆
肥
も
料
理
と
同

じ
で
、
真
心
を
込
め
た
も
の
は

ご
み

で
は
な
く
宝
物
の
よ
う

に
大
切
で
、
感
謝
が
生
ま
れ
て
く

る
よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
。

大塩小学校では6月20日山田敦先生の「歯の健康につ
いて」、7月4日、劇団『風の子』 による「はめ絵芝居」
が行われました。
北山小学校においては、6月30日、劇団『風の子』に
よる『お祭りどんぶり』が公演されました。普段触れる
ことの少ない生の舞台に歓声と拍手をしていました。

大塩演劇鑑賞
「黄金の実」

▼北山
「お祭りどんぶり」

▲北山地区

▲大塩地区

裏
磐
梯
地
区
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暑～い夏におすすめです！

（1人分のエネルギー124kcal、塩分1.2g）

＜材料＞５人分
なす ………………5個（約400g）
サラダ油……………………大さじ3
にんにく…………………………1片
しょうが…………………………1片
長ねぎ ……………………10cm分

しょうゆ………………大さじ2
酢………………………大さじ2
砂糖……………………大さじ1
ごま油…………………大さじ1
トウバンジャン………小さじ1

＜作り方＞
①なすは１～２ 厚さの輪切りにします。
②耐熱皿に薄く油をひき、なすを並べ、残りの油をかけてなすの表面に塗る。
③ラップをして、電子レンジで５～６分位加熱し、そのまま５分蒸らして中
まで火を通す。

④にんにく、しょうが、長ねぎはそれぞれみじん切りにし、 の調味料と合わ
せてよく混ぜる。

⑤なすを④のたれで和える。（

月　　日 場　　　　　所 受　付　時　間 対　象　地　区
早稲沢生改センター ７：15～８：15

７：15～８：15
７：15～８：15
７：15～７：45
７：45～８：15
７：15～７：45
７：45～８：15

桧原、金山、早稲沢
下吉、谷地、樟、松陽台
北山１区、２区、３区、関屋
大久保、下川前、上川前、大塩中区
大塩下区、大塩上区、大塩新田
長峯、曽原、狐鷹森、秋元、小野川
剣ケ峯、蛇平

北山構造改善センター
北山構造改善センター

大塩活性化センター

自然環境活用センター

８／26（月）
８／27（火）
８／28（水）

８／29（木）

８月30（金）

【
日
　
　
程
】

＊詳しくはチラシをご覧ください。お問い合わせ先：北塩原村保健センター
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金
山
　
　
澤
田
弥
子

大
久
保
　
冨
田
供
子

上
川
前
　
斎
藤
冨
子

曽
原
　
　
大
森
カ
ツ
子

大
塩
　
　
渡
部
豊
子

下
川
前
　
星
ミ
サ
子

大
塩
　
　
高
橋
末
義

桧
原
　
　
佐
々
木
キ
ミ
子

下
川
前
　
星
保
美
子

北
山
　
　
武
藤
サ
ツ

剣
ヶ
峯
　
佐
藤
ト
メ

大
久
保
　
鈴
木
君
恵

桧
原
　
　
伊
藤
喜
代
志

大
塩
　
　
鈴
木
妙
子

狐
鷹
森
　
宮
野
玉
枝

大
塩
　
　
鈴
木
貞
子

上
川
前
　
大
竹
英
子

剣
ヶ
峯
　
阿
部
久
仁
於

大
久
保
　
五
十
嵐
真
澄

北
山
　
　
吉
川
一
子

大
塩
　
　
五
十
嵐
良
子

大
塩
　
　
穴
沢
エ
ミ
子

北
山
　
　
佐
藤
裕
子

下
川
前
　
赤
城
キ
ヨ

高
畑
か
お
り

佐
藤
宣
子

山
本
由
江

内
海
怜
子

中
川
意
子

千
葉
達
子

北塩原村の文芸活動は、会津の
歌壇、俳壇に大きな足跡を刻み
つつあります。

６月29日（日）公民館本館において、チ
ャレンジスクールが行われました。子供達が
ふだん体験する機会があまりない囲碁や将棋
を、遠藤聖一郎さん代表の「北山囲碁愛好
会」のみなさんに指導していただきました。
対戦になると、口数も少なく真剣に盤（ば
ん）を見つめていました。

見
ご
ろ
を
迎
え
た
尾
瀬
へ
の
ハ

イ
キ
ン
グ
で
、
サ
ポ
ー
ト
役
の

キ
ビ
タ
キ
山
の
会
の
方
々
を
含

め
総
勢
22
人
が
沼
山
峠
〜
長
蔵

小
屋
間
を
往
復
し
ま
し
た
。

明
け
方
ま
で
雨
が
降
り
続
き
、

実
施
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

ハ
イ
キ
ン
グ
を
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
ろ
に
は
青
空
も
広
が
り
、
燧

ケ
岳
も
く
っ
き
り
見
え
る
ほ
ど

最
高
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
と
な

り
ま
し
た
。

参
加
者
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

や
ワ
タ
ス
ゲ
な
ど
の
高
山
植
物

が
咲
き
そ
ろ
う
す
ば
ら
し
い
湿

原
の
景
色
に
感
動
し
、
尾
瀬
の

す
ば
ら
し
さ
を
再
確
認
し
た
よ

う
で
し
た
。

７
月
14
日
（
日
）、
婦
人
登
山

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が



詳
細
な
応
募
要
領
及
び
応
募
上
の

注
意
は
、
福
島
県
地
方
振
興
局
又

は
県
庁
環
境
対
策
室
水
環
境
グ
ル

ー
プ
に
備
え
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
又
は
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
スhttp

://w
w
w
.

ht-net2
1
.ne.jp

/̃ko
suikyo

/)

並
び
に
福
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

県
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
・
情
報
ボ
ッ

ク
ス
「
募
集
」
に
掲
示
し
て
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼
水
環
境

保
全
推
進
対
策
協
議
会

〒
９
６
０
―
８
６
７
０

福
島
市
杉
妻
町
２
番
16
号

福
島
県
生
活
環
境
部
環
境
対
策
室

水
環
境
グ
ル
ー
プ

０
２
４
・
５
２
１
・
７
２
５
８

開
会
式

▼
日
時

平
成
14
年11

時
25
分
〜
14
時
10
分

（
開
場
　
10
時
30
分
）

▼
場
所

県
営
あ
づ
ま
陸
上
競
技
場
（
福
島

市
）

▼
募
集
人
数
　
５
、
０
０
０
人

m a t i o n
不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋

を
取
得
し
た
方
が
、
そ
の
取
得
の
毎

に
１
度
だ
け
納
め
て
い
た
だ
く
県
の

税
金
で
す
。

住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
、

取
得
し
て
か
ら
３
年
以
内
（
平
成
11

年
３
月
31
日
以
前
に
土
地
を
取
得
し

た
場
合
は
２
年
以
内
）
に
そ
の
上
に

住
宅
を
新
築
し
た
と
き
な
ど
に
は
、

住
宅
用
の
土
地
の
税
金
を
減
額
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
本
人
か
ら
の
申
請

に
基
づ
い
て
減
額
す
る
も
の
で
す
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

住
宅
の
要
件
及
び
必
要
な
添
付
書
類

に
つ
い
て
、
以
下
の
と
こ
ろ
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

課
税
第
一
課
不
動
産
取
得
税
係
　

０
２
４
２
・
29
・
５
２
５
４

広報きたしおばら ⑩

猪
苗
代
湖
及
び
裏
磐
梯
湖
沼
流
域

の
市
町
村
、
住
民
・
事
業
者
団
体
等

で
構
成
す
る
「
猪
苗
代
湖．

裏
磐
梯

湖
沼
水
環
境
保
全
推
進
対
策
協
議
会
」

で
は
、
猪
苗
代
湖
や
裏
磐
梯
湖
沼
に

つ
い
て
、
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も

う
ら
う
と
と
も
に
、
水
環
境
保
全
の

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
作

品
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

応
募
要
領

▼
テ
ー
マ

猪
苗
代
湖
・
裏
磐
梯
湖
沼
の
風
景

や
水
辺
の
動
植
物
が
生
息
す
る
豊

か
な
水
環
境
を
表
現
す
る
も
の

▼
作
品
規
格

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
４
ツ
切
り
又
は

ワ
イ
ド
４
ツ
切
り
（
合
成
写
真
、

デ
ジ
タ
ル
写
真
等
は
不
可
）

▼
応
募
期
限

平
成
14
年

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
賞最

優
秀
賞
１
点
（
賞
状
、
賞
金
５

万
円
）、
優
秀
賞
２
点
（
賞
状
、
賞

金
２
万
円
）、
入
選
５
点
（
賞
状
、

賞
金
１
万
円
）、
佳
作
５
点
（
賞

状
、
賞
金
５
千
円
）

▼
発
表

平
成
14
年
11
月
上
旬
（
入
賞
者
に

直
接
通
知
）

▼
そ
の
他

m a t i o n

やま

報
やま

報
９
月
30
日
（
月
）

10
月
19
日
（
土
）

10
月
22
日
（
火
）

８
月
24
日
（
土
）

８
月
31
日
（
土
）

閉
会
式

▼
日
時

平
成
14
年13

時
〜
13
時
55
分

（
開
場
　
12
時
30
分
）

▼
場
所

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
（
郡

山
市
）

▼
募
集
人
数
　
２
０
０
人

※
応
募
方
法
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
締
切
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

「
総
合
開
・
閉
会
式
」
係

０
２
４
・
５
２
１
・
７
３
０
７

県
の
内
水
面
水
産
試
験
場
で
は
、

施
設
や
研
究
内
容
等
を
広
く
地
域
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

施
設
を
開
放
し
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
ど

う
ぞ
。

▼
日
時
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

福
島
県
内
水
面
水
産
試
験
場

（
猪
苗
代
町
「
緑
の
村
」
隣
り
）

▼
内
容
　

●
試
験
研
究
内
容
の
展
示
　
●
お

魚
ク
イ
ズ
　
●
お
楽
し
み
釣
り
堀

（
10
時
か
ら
無
料
整
理
券
100
枚
配

付
、
11
時
開
始
）
●
ち
び
っ
子
魚

つ
か
み
（
11
時
30
分
か
ら
無
料
整

理
券
200
枚
配
付
、
午
後
１
時
開
始
）

●
お
魚
試
食
会
（
11
時
か
ら
）

●
錦
鯉
の
展
示
即
売
会
　
●
金
魚

す
く
い
（
有
料
）
●
県
産
米
１
、

０
０
０
パ
ッ
ク
無
料
配
付
　
●
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
な

ど
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
内
水
面
水
産
試
験
場

０
２
４
２
・
65
・
２
０
１
１

成人式を迎えられるみなさん、
おめでとうございます。
20歳になると公的年金への加
入が義務づけられています。忘
れずに国民年金の加入手続きを
しましょう。
なお、学生の場合には保険料
を後払いできる「納付特例制度」
がありますので、希望する場合
には忘れずに行ってください。
○申請するには？
学生証の写しか在学証明証を
持って、役場住民生活課又は
支所・出張所へお越しください。

【お問い合わせ先】
住民生活課住民生活係

年金のお知らせ
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よも

情
難
病
患
者
・
家
族
を
地
域
で
支
援

し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成

す
る
講
座
で
す
。

▼
と
き
　
平
成
14
年

▼
と
こ
ろ
　

会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

②
難
病
に
つ
い
て

│
患
者
を
理
解
す
る
た
め
に
│

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
際

▼
募
集
人
員
　
30
名

＊
受
講
料
は
無
料

▼
募
集
期
間

８
月
20
日
（
火
）
〜

９
月
13
日
（
金
）

▼
締
め
切
り

平
成
14
年
９
月
13
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
福
祉
部

健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

０
２
４
２
・
29
・
５
５
０
８

０
２
４
２
・
29
・
５
５
０
９

よも

情
９
月
15
日
は
敬
老
の
日
。
村
で
は

お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、
敬
老
会
を
開
催
し

ま
す
。
招
待
さ
れ
る
方
は
、
昭
和
７

年
９
月
15
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
70
歳

以
上
の
方
々
で
す
。

▼
開
催
日

▼
時
間
　
午
前
11
時
30
分
〜

▼
場
所
　
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯

村
で
は
、
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
て

敬
老
祝
金
や
祝
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

〈
70
歳
以
上
の
方
へ
〉

村
か
ら
敬
老
祝
金
７
、
０
０
０
円

（
た
だ
し
平
成
14
年
９
月
15
日
現

在
１
年
以
上
村
に
住
所
を
有
し
て

い
る
方
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

〈
85
歳
到
達
の
方
へ
〉

県
か
ら
敬
老
祝
金
５
、
０
０
０
円

が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

〈
88
歳
到
達
の
方
へ
〉

県
か
ら
敬
老
祝
金
１
０
、０
０
０
円

が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

〈
80
歳
到
達
の
方
へ
〉

敬
老
会
の
会
場
で
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

９
月
26
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

９
月
18
日
（
水
）

◇ 一般曹候補学生・曹候補士・２等陸・海・空市士

◇ 航空学生・看護学生

募集項目

募集項目

一般曹候補学生

航空学生 看護学生

高卒（見込含）21歳未満の者 高卒（見込含）24歳未満の者

８月５日～９月６日※１ ９月12日～10月11日※１

１次：10月４日
２次：10月12日～17日
３次（空）：11月10日～12月６日

１次：10月22日
２次：11月22・23日

１次：10月４日
２次（空）：10月31日
最終：15年１月24日

１次：11月５日
最終：15年１月15日

平成15年３月下旬～４月上旬

18歳以上24歳
未満の者

18歳以上27歳
未満の者

曹候補士 ２等陸・海・空士
男子

18歳以上27歳未満の者

女子

資　格

資　格

受付期間

受付期間

８月５日～９月６日※１ 年間を通して行
っております※１

８月５日～
９月６日※１

受付時にお知
らせします※２ ９月24・25日

受験日からおお
むね１か月以降 11月12日

採用予定通知書
でお知らせします

平成15年３月下旬
～４月上旬

１次：９月16日
２次：10月２日～８日

１次：９月26日
最終：11月６日

平成15年３月下旬～４月上旬

１次：９月26日
最終：11月12日

試験期間

試験期間

合格発表

合格発表

入　校

◇ 防衛大学校学生・防衛医科大学校学生
募集項目 推薦試験

防衛大学校学生

高卒（見込含）21歳未満の者
（別途資格が必要です。）

高卒（見込含）21歳未満の者
一般試験 防衛医科大学校学生

高卒（見込含）21歳未満の者資　格

受付期間 ９月５日～９日 ９月12日～
10月11日 ９月12日～10月11日※１

１次：11月２・３日
２次：12月４日～６日
１次：11月26日
最終：15年２月13日

９月22・23日 １次：11月９・10日
２次：12月10日～13日

11月７日

平成15年４月上旬

１次：12月３日
最終：15年２月13日

試験期間

合格発表

入　校

（注）１．※１の平成15年３月新規中学校・高等学校卒業予定者及び中等教育学校前期課程卒業予定
者、卒業予定者の受付については、上表にかかわらず、文部科学・厚生労働省から示さ
れた期日以降実施します。

２．※２の平成15年３月採用のための採用試験は、原則として平成14年９月15日から同年９月
23日までの間に行います。

入　校

７月１日（月）早朝、耶麻郡北塩原村大字桧原字大腑
平地内の国道459号線のカーブで普通乗用車が道路反対
側の崖下に転落し、運転していた男性が死亡。
このように、７月に入り交通死亡事故が発生し、尊い命
が失われました。これから本格的な夏を迎えるにあた
り、交通法規を遵守することはもちろんのこと、次の点
にも配慮して悲惨な交通事故をなくしましょう。
１過労運転・居眠り運転の防止
他の季節にくらべ、夏は気温が上昇し疲れが出や
すくなります。「疲れたなあ」「眠いなあ」と感じた
ら無理をしないでただちに運転を中止し、十分に休
養をとりましょう。
６月１日の道路交通法改正により、過労運転等は
１年以下の懲役または80万円以下の罰金・違反点
数13点に厳罰化されました。
２速度超過の防止
特に、カーブや山間道路では曲がり切れずに反対
車線にはみ出す、路外に逸脱することとなり、悲惨
で重大な結果が生じます。
カーブでは、あらかじめ安全な速度に減速し安全
に走行しましょう。
３「３つの10」の実践
10分早めの出発…時間の余裕は心の余裕
10％の速度減速…結果を小さくできる
十分な車間距離…危険を事前に察知、回避できる

自
衛
官
募
集

▼
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
地
方
連
絡
部
へ

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部

会
津
若
松
出
張
所

〒
９
６
５
│
０
８
２
５

会
津
若
松
市
門
田
町
大
字

黒
岩
字
大
坪
57
│
１

０
２
４
２
・
27
・
６
７
２
４

防
衛
庁
　
　
　

h
ttp
://w

w
w
.jd
a.g
o.jp

自
衛
官
募
集

平
成
14
年
度
自
衛
官
等
募
集
案
内
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去年の８月に来
村してから、も
う一年が過ぎよ
うとしています。
もうすぐみなさ
んとはお別れです
が、大好きな北塩
原村での思い出を
話してみようと思い
ます。
最初に北塩原村に来たと

き思ったのは、「自然がとてもきれい」というこ
とでした。夏に来たせいもあって、山や田んぼの
碧い色がとても印象的です。
その後、ちょっとだけホームシックになったり

もしましたが、学校の生徒達の笑顔やき
さくなところに励まされてがんばれまし
た。学校でバレーボールをしたり、ギ
ターを弾いたりしたことがとても楽し
かったです。
まわりの人達もみなさんとっても優し

くて、野菜とか風邪薬をくださったり、
パーティーにさそってもらったりと親切
にしてもらいました。北塩原村の人は、み

なさん親切で大好きです。
最後になりましたが、一年間とても楽しかった
です。会えなくなるのが淋しいです。またいつの
日か北塩原村に戻ってきたいです。みなさんそれ
まで、楽しむこととスマイルでストレスをためず
体に気を付けて生活してください。

ハリエット・ジェーン・ウォルシュさん 大　塩

一年間とても　　　　楽しかったです
第20回

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

８
月
26
日
（
月
）

自
然
活
用
セ
ン
タ
ー

32
―
２
９
２
７

行
政
相
談
委
員
　
遠
藤
聖
一
郎

村
県
民
税
　
　
　
　
　
　
　
２
期
分

国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
２
期
分

介
護
保
険
料
　
　
　
　
　
　
２
期
分

上
下
水
道
使
用
料
　
　
　
　
７
月
分

国
民
年
金
　
　
　
　
　
　
　
８
月
分

個
人
事
業
税
　
　
　
　
　
　
１
期
分

上
下
水
道
使
用
料
　
　
　
　
６
月
分

国
民
年
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休日当番医

田中医院…………… 2 2 - 0 1 4 1

（医）愛康会 ひらの医院…… 22 - 3135

星 医 院 …………… 22 - 0005

（医）手代木医院… 22 - 0034

（医）福田耳鼻咽喉科医院… 24 - 4187

（医）愛生会 三浦産婦人科医院… 22 - 0293

第二次救急当番医

小 野 病 院………… 22 - 0414

有 隣 病 院………… 24 - 5021

入 澤 病 院…………
佐 原 病 院…………

22 - 0267
22 - 5321

県立喜多方病院…… 22 - 2181

入 澤 病 院…………
佐 原 病 院…………

22 - 0267
22 - 5321

鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。
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